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有
機
物
は
熱
分
解
さ
れ
、
水
分
、
窒
素
、
酸
素
、
水

素
と
し
て
空
気
中
へ
戻
っ
て
い
く
。
炭
化
水
素
ガ
ス
は
、

オ
イ
ル
と
し
て
回
収
さ
れ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
含
ま

れ
る
塩
素
は
ガ
ス
と
な
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
で
中
和
さ
れ

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
と
な
る
。

　

有
機
物
は
熱
分
解
さ
れ
て
、
炭
素
だ
け
が
残
る
。
残

っ
た
炭
素
は
様
々
な
分
野
で
再
利
用
さ
れ
て
い
く
。
そ

の
た
め
、
ゴ
ミ
の
最
終
処
分
地
は
不
必
要
と
な
る
。
近

代
文
明
の
ゴ
ミ
問
題
が
完
全
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
う
。

①
超
微
細
粒
で
あ
る

　

新
炭
素
を
粉
砕
機
に
か
け
る
と
限
り
な
く
細
粒
に
な

っ
て
い
く
。
そ
の
粒
子
の
形
状
は
送
査
型
電
子
顕
微
鏡

で
見
る
と
ポ
ー
ラ
ス
で
は
な
く
顆
粒
状
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、こ
の
新
炭
素
は
水
に
溶
け
る
。正
式
な
分
析
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
分
析
で
は
、
水
一cc
に
約
三
、四
〇
〇
万

個
存
在
し
て
い
る
と
測
定
さ
れ
た
。

②
塵
爆
発
を
起
こ
さ
な
い

　

粉
体
測
定
技
術
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
粉
塵
爆
発
試
験
の

結
果
で
は
、
一
立
方
㍍
の
容
器
に
一
〇
〇
㌘
か
ら

二
〇
〇
㌘
ま
で
新
炭
素
を
噴
霧
し
、
ス
パ
ー
ク
点
火
し

て
も
、
全
く
粉
塵
爆
発
を
起
こ
さ
な
か
っ
た
。
炭
素
の

一
番
の
欠
点
は
粉
塵
爆
発
で
あ
る
が
、
こ
の
新
炭
素
は

粉
塵
爆
発
の
問
題
を
ク
リ
ア
ー
し
て
し
ま
っ
た
。

③
電
気
を
通
さ
な
い

新
炭
素
の
特
徴

　

二
十
世
紀
の
近
代
文
明
は
、
ト
イ
レ
の
な
い
マ
ン
シ

ョ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
近
代
文
明
は
必
ず
行
き
詰
る
。

そ
れ
は
ゴ
ミ
問
題
で
あ
る
。
ゴ
ミ
を
燃
焼
す
る
と

Ｃ
Ｏ
２
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
発
生
さ
せ
る
。
し
か
し
、

こ
の
燃
焼
で
も
っ
と
も
深
刻
な
問
題
が
、
焼
却
灰
の
最

終
処
分
だ
。
ゴ
ミ
を
燃
や
せ
ば
約
一
五
〜
三
〇
％
の
焼

却
灰
が
必
ず
出
る
。
そ
の
焼
却
灰
の
埋
め
立
て
を
延
々

と
続
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
何
し
ろ
日
本
国
土
の

広
さ
は
限
ら
れ
て
い
る
。
海
を
次
々
と
埋
め
立
て
る
時

代
は
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
ゴ
ミ
を
再
資
源
化
す
る

燃
や
さ
な
い

　

一
般
の
炭
素
は
電
気
を
通
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
新

炭
素
は
電
気
を
通
さ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
私
自
身
が
電

流
計
で
確
認
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
新
炭
素
は
熱
伝

導
性
が
高
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
新
炭
素
は
電
気
は
遮
断

す
る
が
、
熱
は
通
す
の
だ
。
こ
の
性
質
は
電
気
製
品
利

用
に
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

④
熱
量
が
高
い

　

熱
量
分
析
で
は
、
木
質
系
の
新
炭
素
の
熱
量
は
約
八
、

〇
〇
〇
㌍
／
㌘
と
測
定
さ
れ
た
。
首
都
大
学
東
京
の
実

験
で
も
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
一
立
方
㍍
に
一
㌘
を
混
合
さ

せ
た
と
こ
ろ
一
、五
〇
〇
℃
の
高
温
に
な
り
、
極
め
て

高
い
カ
ロ
リ
ー
を
持
つ
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

下
水
道
汚
泥
を
炭
化
し
て
、
そ
の
熱
量
を
測
定
し
た
と

こ
ろ
、
石
炭
に
匹
敵
す
る
五
、〇
〇
〇
㌍
／
㌘
近
い
熱

量
を
持
っ
て
い
た
。

⑤
土
壌
還
元
力
が
強
い

　

二
〇
一
一
年
、
宮
崎
県
の
新
燃
岳
が
噴
火
し
、
県
下

一
帯
は
火
山
灰
で
多
大
な
土
壌
被
害
を
受
け
た
。
こ
の

時
、
宮
崎
県
の
斎
藤
牧
場
の
牧
場
主
は
、
火
山
灰
が
積

も
っ
た
土
地
に
、
こ
の
新
炭
素
の
水
溶
液
を
散
布
し
た
。

他
の
土
地
が
火
山
灰
で
荒
廃
し
て
い
る
中
、
新
炭
素
の

溶
液
を
散
布
し
た
土
地
だ
け
は
、
例
年
以
上
に
牧
草
が

繁
茂
し
た
。
こ
の
新
炭
素
は
、
汚
染
土
壌
を
中
和
す
る

強
い
還
元
力
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

⑥
生
物
の
育
成
促
進
、
免
疫
力
を
高
め
る

　

茨
城
県
鉾
田
農
園
の
実
験
で
は
、
こ
の
炭
素
の
水
溶

「
Ｅ
Ｅ
21
」
が
開
発
さ
れ
た
。

　

こ
の
装
置
は
ゴ
ミ
を
燃
焼
さ
せ
な
い
。
ゴ
ミ
を
熱
分

解
す
る
。
そ
の
熱
分
解
は
「
九
九
・
九
％
の
窒
素
雰
囲
気

下
で
四
五
〇
℃
と
い
う
低
温
」
で
行
わ
れ
る
。
酸
素
を

排
除
し
た
窒
素
雰
囲
気
下
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
酸
素

が
な
い
の
で
Ｃ
Ｏ
２
も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
も
出
な
い
。
つ

ま
り
、
燃
や
さ
な
い
の
で
煙
突
が
必
要
な
い
。

　

処
理
対
象
の
ゴ
ミ
は
、
一
般
ゴ
ミ
、
食
品
残
渣
、
廃

棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
下
水
汚
泥
、
廃
タ
イ
ヤ
、
医
療
廃

棄
物
、
間
伐
材
、
建
設
廃
材
な
ど
全
て
の
有
機
物
と
な

る
。
四
五
〇
℃
と
い
う
低
温
な
の
で
、
ゴ
ミ
に
混
在
し

て
い
る
金
属
は
元
の
性
状
の
ま
ま
残
留
す
る
。
そ
の
残

留
し
た
金
属
は
、
再
利
用
の
た
め
回
収
さ
れ
る
。

液
を
散
布
す
る
こ
と
で
野
菜
の
育
ち
が
よ
く
、
イ
チ
ゴ

の
糖
度
も
二
〇
〜
二
五
％
上
昇
し
た
。
前
出
の
斎
藤
牧

場
で
は
、
こ
の
新
炭
素
の
水
溶
液
を
牛
に
飲
ま
せ
る
こ

と
で
、
牛
の
免
疫
力
が
高
ま
り
、
ミ
ル
ク
が
美
味
し
く

な
り
、
畜
舎
の
糞
尿
臭
が
消
え
た
。
糞
尿
の
臭
い
が
消

え
た
こ
と
は
私
自
身
も
確
認
し
て
い
る
。

　

高
校
、
大
学
で
「
炭
素
は
金
属
」
と
学
ん
で
き
た
。
炭

素
は
金
属
で
電
気
を
通
す
。
炭
素
は
細
粒
化
し
て
粉
塵

爆
発
を
誘
発
す
る
。
金
属
だ
か
ら
水
に
溶
け
な
い
、
と

思
い
込
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
新
炭
素
は
「
電

気
を
通
さ
な
い
」「
粉
塵
爆
発
を
し
な
い
」「
水
に
溶
け

る
」
と
全
く
従
来
の
概
念
か
ら
外
れ
て
い
る
。
電
気
を

通
さ
な
い
の
で
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、

最
先
端
素
材
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
分
析
結
果
で
も
ア
モ
ル

フ
ァ
ス
の
物
性
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

　

ど
う
考
え
て
も
、
こ
の
新
炭
素
は
金
属
で
は
な
い
。

鉱
物
の
金
属
で
な
け
れ
ば
、
有
機
物
と
な
る
。

　
「
有
機
炭
素
」
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
何
度
も
作
れ
る
再
現
性
の
あ
る
「
有
機
の
性
質
を

示
す
炭
素
」
を
目
撃
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

　
「
こ
の
新
炭
素
は
か
つ
て
な
か
っ
た
物
質
」
と
日
本
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
認
め
た
。

　

未
来
の
文
明
を
切
り
開
く
最
先
端
の
物
質
が
、
イ
ン

フ
ラ
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
。

新
炭
素
の
未
来

　

二
〇
一
二
年
九
月
、
私
の
友
人
が
日
本
の
特
許
庁
か

ら
「
原
子
状
炭
素
（A

tom
ic Carbon

）」
の
物
質
特

許
を
得
た
。
二
〇
一
一
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府

特
許
庁
、
二
〇
一
二
年
八
月
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の

特
許
庁
か
ら
物
質
特
許
を
得
て
い
た
が
、
つ
い
に
日
本

の
特
許
庁
か
ら
も
新
物
質
の
特
許
を
得
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
新
炭
素
が
実
に
面
白
い
現
象
を
示
す
。
こ
の

新
炭
素
の
製
造
装
置
は
、
す
で
に
日
本
、
米
国
、
中
国
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
特
許
を
取
得
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇

年
か
ら
日
量
一
〇
〇
㌧
の
商
用
プ
ラ
ン
ト
が
沖
縄
の
民

間
企
業
で
稼
働
も
し
て
い
る
。

　

新
物
質
の
誕
生
と
い
う
途
方
も
な
い
こ
と
が
、
イ
ン

フ
ラ
、
つ
ま
り
文
明
の
下
部
構
造
で
起
こ
っ
た
。
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